
 

 

 

『13歳からのきみへ』  

チャールズ・M.シュルツ／原著 

世界文化社  YA159.7 ｼﾞ 

ややこしくて、ずっこけていて、それでも自分らしく 

生きる「ピーナッツ」の仲間たち。彼らの 70のことばを、 

原作コミックと谷川俊太郎による訳、 

気鋭の哲学者・永井玲衣の解説とともに収録する。 

本体は背表紙なし糸綴じ。 

（TOOL-i出典) 

 

『17シーズン』  

百舌 涼一／著 

講談社  YA913 ﾓ 

学校で「ぼっち」の音々は、クラスの優等生・ 

天神くんから句会の誘いを受ける。「五・七・五」の 17

音を紡ぎ、吐き出すことで、音々は…。 

悩みや生きづらさを抱えた中学生が、 

俳句を通して新しい未来を切り拓く物語。 

（TOOL-i出典) 

 

『秘密の花園』  

F.H.バーネット／作  

講談社  YA933 ﾊﾞ 

あたし、庭を盗んじゃったの。でも、それは 

だれの庭でもないの。あなたは秘密を 

守れる人? 美しい自然の中で子どもたちが 

自ら心と体の健康を取り戻していく、 

愛と真実にあふれた物語。 

何度でも読み返したい自然文学の最高峰。 

（TOOL-i出典) 

 

『君の物語が君らしく』 

澤田 英輔／著  

岩波書店  YA 816 ｻ 

他人と比べず、他人の評価に縛られず、 

自分のために書いてみませんか? 中学生が自分の

可能性を広げていけるよう、書くことの魅力を 

伝える。うまくなりたいと思ったら 

読んでほしい本 5冊も紹介。 

（TOOL-i出典) 

 

宇美町立図書館 Ｒ６．９ 

 

『あなたの言葉を』  

辻村 深月／著  

毎日新聞出版  YA914 ﾂ 

あの時、のみこんだひと言。いま感じている気持ち。 

その言葉はいつか必ず、あなたを助けてくれる-。 

作家・ 村深月が自らの体験を元に 

まっすぐに語りかけるエッセイ集。 

『毎日小学生新聞』連載を単行本化。 

（TOOL-i出典) 

 

ティーンズの本棚 秋号 

毎月 23日は「宇美町読書の日」 
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